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がんなどの
       病気

年をとる

遺伝的な原因

ウイルス・細菌・寄生虫

働いている所や
住んでいる所の環境

食事・食習慣

放射線・
紫外線など

たばこ

酒

出典元：（社）日本アイソトープ協会
「改訂版　放射線のABC」（2011年）などをもとに作成 放射線測定に関するガイドラ

イン（平成23年10月21日文
部科学省、日本原子力研究開
発機構発表）における、環境
中の放射線量の平均的な状況
を把握するための測定法に基
づき、市職員が測定したもの。

※シーベルト（Sv）
人の体が放射線を受けた時の影響を
表す単位（ミリシーベルトはシーベ
ルトの1000分の１、マイクロシー
ベルトは100万分の１）

　一度に高線量の放射線を受けた場合、白内障、一時的脱
毛、不妊、造血機能の低下、嘔吐、下痢、皮膚の発赤やが
んの発生をもたらす可能性があると言われています。ただ
し、がんについては喫煙、食事や食習慣、ウイルス、大気
汚染など、さまざまな要素が原因で起こることがわかって
います。原因の一つと考えられる放射線についても、受け
る量をなるべく低く抑えようとすることが大切です。

医療面では、放射線をがんに集中的に当
て、がん細胞を死滅させる放射線治療に
利用されています。

高
浜
原
発

柏原支所 氷上庁舎 青垣支所 春日庁舎 山南庁舎 市島支所 備考

平成24年３月13日 0.06 0.05 0.08 0.08 0.05 0.06 時々雪
　　　　４月10日 0.05 0.06 0.08 0.08 0.05 0.06 快晴、気温約20℃
　　　　５月10日 0.06 0.06 0.07 0.06 0.05 0.06 曇り時々晴れ

６月11日 0.06 0.05 0.07 0.08 0.04 0.06 曇りのち晴れ
７月10日 0.05 0.05 0.07 0.06 0.05 0.06 晴れ
８月10日 0.06 0.06 0.08 0.09 0.05 0.06 晴れ
９月10日 0.07 0.06 0.09 0.07 0.06 0.06 曇り時々雨
10月10日 0.05 0.06 0.08 0.08 0.06 0.07 曇り、やや風が強い
11月13日 0.05 0.06 0.08 0.08 0.05 0.06 晴れ
12月13日 0.08 0.07 0.09 0.09 0.05 0.09 雪、積雪あり

平成25年１月10日 0.05 0.06 0.08 0.08 0.05 0.06 晴れのち曇り（前日積雪少）
２月12日 0.06 0.06 0.07 0.08 0.05 0.06 晴れ
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関西地方は、大地に放射性物質を比較的多く
含む花こう岩が多いため、関東よりも２～３
割ほど自然放射線量が高くなっています。

丹波市放射線測定要領に基づく測定値【単位：マイクロシーベルト（μＳｖ/ｈ）】

　私たちの生活環境には、自然から受ける自
然放射線と人工的につくられた人工放射線が
あります。
　自然放射線とは、宇宙から地球に降り注い
でいる宇宙線や大地、飲食物などから受ける
放射線です。年間１人当たり約1.5 ミリシー
ベルト（日本平均）の自然放射線を受けてい
ます。
　一方、人工放射線とは、医療や工業など、
さまざまな用途に利用するために、人工的に
つくられるもので、レントゲンやＣＴなどに
使われるエックス線や原子力発電所で生まれ
る放射線などがあります。

放射線が体に与える
影響 

1

放射線が体に与える
影響 ２

身の回りにある
放射線

2.42.4

東京～ニューヨーク（往復）

0.19

胸のX線健診（１回）
0.05

胃のX線検診（１回）

0.6

ＣＴスキャン（１回）6.9

ブラジルの自然放射線量
（年間）

10

ミリシーベルト（ｍＳｖ）

10

1

0.1

0.01

宇宙から0.38 大地から 0.46

空気中の
ラドンから

1.3 食物から0.24

１年間に受ける自然放射線量
（１人当たり世界平均）

原子力発電所周辺
の放射線量目標値
（年間）

0.05

出典元：（独）放射線医学総合研究所など
をもとに作成
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懐中電灯に例えると・・・
「懐中電灯」＝放射性物質
「豆球から出る光」＝放射線
「光を出す能力」＝放射能

「
放
射
能
」と「
放
射
線
」

は 
違
う
ん
で
す
！

30㎞
10㎞

50㎞

◆がんなどの病気の原因

◆身の回りの放射線被ばく

（※注）一般の人が受ける放射
線量をなるべく低く抑えよう
とするための指標。自然界や
医療行為から受ける放射線量
は含まない。また、健康に影
響を及ぼすか否かを示す基準
ではない。
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。
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れ
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れ
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。

　

現
在
、
兵
庫
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で
は
、
原
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力
災
害
に
対

応
す
る
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域
防
災
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が
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討
さ
れ
て
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ま

す
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で
は
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れ
を
受
け
、
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画
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し
て
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放
射
線
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
基
礎
知
識

を
身
に
付
け
、
万
が
一
の
事
態
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

まめ知識

まめ知識

1.0
一般公衆の年間
放射線量限度（※注）
一般公衆の年間

丹
波
市
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摂食制限された飲み物や食べ
物はとらない

空気を直接吸い込まない
（マスクやハンカチで口をふさぐ）

　放射線から身を守るためには、「放射性物質から距
離をとる」「放射線を受ける時間を短くする」「放射
線を遮る」方法があります。
　例えば、放射性物質から距離を２倍とれば、放射
線量は４分の１になります。また、被ばくする時間
を短くしたり、コンクリートの建物などに入ったり
することで、放射線量を減らすことができます。

安定ヨウ素剤とは？
　放射性ヨウ素の吸入による甲状腺被ばくを低減するため
の防護剤。安定ヨウ素剤を服用すると、後から放射性ヨウ
素が体内に入っても蓄積されにくく、短時間に体外に排出
されます。副作用があるので、医師の指示を受ける必要が
あります。

3

4
　放射性物質が体に付着した時は、水で洗うとかな
り取り除くことができます。外から帰った時には、
衣服に放射性物質が付着している可能性があるので、
家に入る前に、衣服についたチリやホコリをしっか
り落としましょう。また、必ず顔や手を洗いましょう。
　放射性物質を体内に吸い込まないようにするため
には、マスクをしたり、タオルやハンカチで口や鼻
を覆ったりするだけでも効果があります。ハンカチ
を４回折りたたんで口に当てると、94％の体内吸入
防止効果があると言われています。

放射線から
身を守るために

非常時における防護

●一斉放送、広報車、ラジオ、
防災無線など

●ドアや窓を閉める

●エアコン（外気導入型）
や換気扇の使用を控える

●食器に蓋をしたり
ラップを掛けたりする

●外から帰ってきたら
顔や手を洗う

●木造家屋よ
り遮へい効果
が高いコンク
リート建物へ
の避難指示が
行われること
もある

●ガスや電気
を消す

●戸締りをしっかり
する

●避難場所へは徒歩で
●持ち物は少なく
●隣近所にも知らせる

※「退避」は家や指定された建物の中に入ること、「避難」は家
や指定された建物などからも離れて別の場所に移ること。

避難

コンクリートなどの
建物の中に入る
（木造よりコンクリー
トの方が放射線を通
さない）

放射性物質から距離をとる

放射線を受ける
時間を短くする

出典元：「放射線等に関する副読本」
放射線等に関する副読本作成委員会/著作・編集

出典元：「放射線等に関する副読本」
放射線等に関する副読本作成委員会/著作・編集

出典元：「放射線等に関する副読本」
放射線等に関する副読本作成委員会/著作・編集
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。

　

帰
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、
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が
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を
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入
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。
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落
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5避難や待避について

　

原
子
力
発
電
所
過
酷
事
故
に
よ
る
被
害
を
最
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限
に
止
め
る
た
め
に
、
市
で
は
、「
丹
波
市
Ｐ
Ｐ
Ａ

対
策
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
、
原
子
力
事
故
に
対
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防
災
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制
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整
備
や
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、
啓
発
活
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な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
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※
Ｐ
Ｐ
Ａ
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）

通
過
時
の
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
の
防
護
措
置
を

実
施
す
る
地
域
」
を
意
味
し
ま
す
。

正確な情報を
もとに行動する

まめ知識

２月３日（日）、春日文化ホールで原子力防災
講演会を開催しました。福島第１原発から45
㎞西にある福島県三春町で、原発事故後、５日
間の取材にあたった、朝日新聞特別報道部次長
の宮﨑知己さんを講師に招き、実例から災害発
生時の地域防災のあり方について学びました。

テレビや新聞でニュースを
よく見ているが、実際に取
材された方の話が聞けてよ
かった。自治会長をしてい
るので、住民の方たちにも
伝えたい。

丹波市も原発が近くにある
ので心配している。
原子力災害に備えることの
重要性を実感する内容であ
った。

参加者の声

退避
避難する時の注意点

防災対策室　室長　 山田吉晴防災対策室　室長　 山田吉晴

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
・
対
策
が
重
要

◆放射線から身を守る方法

◆もしもの時の被ばく対処方法

原
子
力
防
災
講
演
会

避難や待避について
避難する時の注意点

□　飲料
水

□　紙コ
ップ、皿

　 □　貴重
品

□　非常
食

□　ティ
ッシュ

□　はさ
み

□　懐中
電灯

□　新聞
紙

□　つえ

□　携帯
ラジオ

□　縫製
セット

□　防災
マップ

□　電池
□　ビニ

ール袋　
□　ろう

そく

□　衣類
□　マッ

チ、ライ
ター □　医薬

品

□　缶切
り

□　現金
□　印鑑

※丹波市
防災マッ

プにも掲
載してい

ます。

日ごろか
ら準備し

ておこう
！

非常時の
持ち出し

品チェッ
クリスト


